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風にのせて……

4月なのに初夏の日差し 堂 は増く高く 卒 晴うしい新緑

の浜松にお邪康しました.

「四室のコツサートJの 年度初口ということもあり 大 勢
のヽ客様にいらして頂きました。会のわせ話杯りの営様
の温かいお心進いに 仲 道さん共々気持ちよくヨンサー

トに臨むことができSt/た 。本当にあけがとうとざいま

したⅢ

02年 より 文 化庁お外旅遣研修員として ドイツ シ ュ

トゥット方ル トヘ留学 t/ そのままトイッ国内を言っ越

しなが,早 いもので,5年 今 に至っています 一 年のう

ち何度か日ERと往復し 大  々都 市 様 々な事を見て

回ってきました。そんなちょっとした手をここでをき記

してみたいと思います。

春 !ドイツの長く略 (寒 い冬を終え 春 がある日突然音

を立ててやってきます 十裸の衝路前になんだか線の霞が

かかってくるのが春分の日あら数週間目.陽 は日に日に

とんどん長くをってきて 人 々の春への期待が能うんて

また時 爆 発はやってきます.水 ンッ !マロ=工 の葉が
一気に弾け そ れも一日10omニ ョキッと FHびるんです

よ ト イツ歎由にはきを敏った由が数多くあるのです

が そ れは春への憧れ 喜 J 冬 を赳ゼ生き延びた安括

と描々。あの冬を越して眼にした 「緑Jが  ケ ーテやハ

イネも目にし話にしたのあと思うと き の歓への思い入

れが強くなり 「 緑Jと 歌うたびにあの爆発め感動が訪

れます。日差 しが強くなってくると芝生の上での日光

お.ま た気温はそれ程高くなっていないのに 我 先にお

日格の思意に与ろうと タ ンクトッブヤ上半身標の大を

多く見わけます.そ の時期に風丹崎 きが多くなるの よ当

然 !そ して夏になると ア スファル トの道を保足て歩く

人を見つrナてビックリしたのも一年目 吸 和やガラスが

落ちているし 唾 を吐く大 犬

だって辺り構わすマーキングし

ている そ の道を裸足 ,|そ の

定そ寄の中に入るの 7椅慶好き

なトイツ人の着舛を面に目を九

くしていました 陽 が延J続 け

ると 何 と言っても 「テラスJ
でのお峡り 晏 け夜12時過ざま

でキャンドルをつてす外に座り友

人うと音楽 人 生 な 愛につい

てグラスを片手に藤り合う。

ン■ナップスと呼ばれる果 Fjの蒸留酒の味を覚えてし

まったのも夏のテラスでの出来事

トイツに行った私が一番に歳いたの よ Ⅲ 店の営業Rキ

間 ス ーパーも近所のバン屋さんも6時になると閉まって

いました.土 lll日!ま12'キまでて 日 曜日はどこもお休

み 曜 日をしっ力り把握して行動しな,れ Fす食べるもの

がなくなってしまうのです 当 初 学 校帰りに閉店時間

直前にち区け込んてもP,前払い レ ツを開めるからもう営

うな |コンビニなんか築いのですかう 同 居人のと飯の

ヽ裾分けをあけがたくllきました。今てこそ日本の1細こ

テ′ヽ一 卜もバン屋さんも 夜 aRキや101=よ当たり前 土 暗

日も営業している所が増えて言ましたが 行 った当初!ま

不1目|と思っていたこのシステムも な くなってしまう

と何とも環気ないで, そ れに ドイツ中 も しかすると

世界中 ど の都市に行,て も同じお店が日に付く位 街
の個性が少なくなってきているのは硬しいですお。

女性を褒め称え 愛 を諄ち言葉 (千年前には日本貿学に

は存在していますが) 自 然を泉敏し哲■を 人 生を志

る原語っ私生活そ祢えられた事は少ないですが 舞 台上

での広壊歴は数限りなく な 曇の形態も様々 1播台上そ

私の演じる役に 多 くの歌を通して愛の言奏を 西 洋の

壊情表現を知る機会を得ています。 「言ってなんばJの

西洋文化ですかう

今ではなにあこがれる15歳の代から愛にはえる女性まで

(最高年購 ま26歳) 演 レ分(する楽しどや荘術がありま

すが タ ブルキ“ストの痕獲の大胆さに度肝を抜力れ

llいた役を降りようあ と 哀草|に悩んだo5年 トイツデ

ビ■―てのオベラっ (露台上)疑 似恋愛の経験の少な

かった私には本当に大変なラブシーンでした,

四章を体感しながら そ の土地の言葉を喋り 生 活して

きたトイッが私の第二ゆ組国の様に感じうれる今 あ の

日の浜松の風=転 をベルリンヘ運んてくれたようそした。
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ビアニストの想い ⅢⅢ■|■■■■■十■ヽ ■ヽい■,■,や■■■■■=■========

ビァ= スト 今 仁 喜 美 子

毎回演奏会の度に そ れそれに特別な想いが込められま

すが 特 に今回の生まれ散掘浜松での 「四季のコンサー

ト」の涙奏会は格別の想いてした。 「四多のコンサー

トJは 25年もの長きに亘リスタッフの管様と会員の方々

の音楽への第い想いて支えられ 浜 松の舌葉文化を発展

させてこられたと思います。そのような4‐統ある会で演

築させて療けたことは大きな喜びであります

今回の湊奏会前に私の恩師ウ」ルスキ先生が私の為にシ

ョパツのワルッを弾いて下さいまt/た。そ■ぞれのワル

ツは2分かう3 4分 というとても短い由て 一言にワルツ

といっても一由―由 全 く実なる由想があります。その

音楽の中には愛を

搭り尽くすほどの

壮大な恋の詩 (う

た) 人 間の様々

な繊細な感倍の動

きや変化 民 族的

な踊りの要素 溢

れんばかりの喜

び ほれ イロニ

ー 滑 稽さ 遊 」

の要素を表現し尽

くされています

偉大な芸術として書かれたとの

ワルフをビアクを通して語られ

たウヨルスキ先生の書楽は 私

にとってまこの世にをと しえな

いほどの実しいものであり 無

限の表現の可能性にじ銘を受け

るとともに衝事を受けまt/た。

技術たりでは表現することので

きなしヽ 魂の深いところからの

個人の生の声 き 楽の命の根源ともいうべきミステリ
ー

ブーンから生まれてくる神秘的な表現 音 楽の真簿に出

会った貴重な体験でした.

ウ」ルスキ発生にはビアニスティックなことはもちろん

のこと 多 くのことを魂から魂に直に伝えて頂きまし

た。ピアニスト 音 楽家である前に 生 命力あされる大

間らしい人間であることが音楽を深く豊かに毒そること

に反映するということを感じ取りましたし 役 の音楽は

ビアクの吉を超赳して言葉という人間の心の詩が人間性

の者学的な深さと共に 心 に率み大ります。

いつの瞬問も音楽は生きており そ の音楽空間を歴史

的 芸 術的音寮の中に存在する様々な0情 を私の個性で

もって皆様にお伝えできるよう こ れからも格進したい

と思,て います。
「浜松出身の痕奏家シリーズJ7月 的 日

=■■=|=音 業の楽しみ ====■ =====,

小学校のころから主距や学校で習う言楽 ラ シオ トラマ

の主題歌を歌oた り 中 学 高 校の部活ては合唱やブラ

スとも関わってきました。宮喪があると心が葉しくを

る 気 持ちが落ち着くという経験をよくしました。

でも 生 の演毒を確くという機会はそんとにはありませ

んでした 一 年に一度あるかをうかでした。

それが 十 数年前 地 元の小さを公民館で開かれたコツ

サー トに掻わl■て そ こで一人のビアニス トの涙春に心

をひかれ た びたU韓 きに行くよう【こなりました。J さヽ

な会場で ビ アタも古いものでしたがその人が弾くと

他の濃奏者と遠うすばうしい音が流れるのです 本 当に

音楽が好きで そ れを多く人に味わって欲しいという姿

勢にも感心しました。音楽はやはりす まらしい。それが

四季のコツサー トとの出会いに製がりました。

文 そ のコンサー トの会場には子供も大勢いたのです

が み んな静かに熟心に聞き入っていて感心しました

友の会合員 山 下 貝 治

これが音楽の持つ力だと思います.四 壕のコンサートも

さまざまを年齢層の人が喪しめる雰囲気があります。ま

た 一 年に5回のいろいろな痕奉家の方の演春を盛く事が

出来るのも良い事だと思います。クラシック吉某のジャ

ンルの広さに触れる書ができます 私 の好きな川自成道

さんの,ァ イオツワツの涙奏も聴けました。初めて聞い

た名前の漏奉家の方がその後それぞれに活躍されている

のを見向まするのも楽しみです。すばらしい其由 す ば

らしい演奉 良 い親害が良いき葉を作ります.

最近では演奉だけでなく浪毒者のお詰も楽しみです 四

月の天羽朗感さんと仲道都代さんのデュオリサイタルは

海奏もすばらしく 二 人の話も最高でした。

さまざまな年齢層の人が音楽の楽しみを知る事ができる

ヨンサートがこれからも続いていくよう原っています。

陰で支えてくれる者様に感謝しつつ 良 い音楽と本れあ

える時の喜びを味わい続けたいと思います



Ⅲ=■=Ⅲ==音 楽の楽しさ、奥深さを教えてくなた 1車■章■■■■

私は小学校の頓 初 めて 「四姿のコンサートJを 知り

それ以来家族で様々なヨンサートを葉しませていたたい

ています

幼い頂あらビ7フ を習っていたこともあり 年 に数回ビ

アタのコンサートにはか,る など 濃 奏会に足を運あ(機

会に意まれていた私ですが 四 季のコンサートを施くた

びに そ れまでのものとは違う世界が私の中に入ってき

ましたち

今まで生で聴いたこともない楽縮やアンサンツルに出会

ったり 曲 FH5のトーク 浪 暮者の由への想いやエビツー

トなどに縄いたり感動したり 時 には身近に感じたり

今までとは遠う音楽とのふれあいに8動 の連続でした。

昨年 干 住真理子さんのコンサートがありました 以 前

Ⅲ004年 驚 門ミュンヘンロ瞭コンクールで日本人初のに憐者具たした,7

イオリンめA裸 口巧とフリスト 宮 内楽奏首 作 曲ヨとして国際的なさ距

と続ける″ヽウル タルタによるま空な'■ オ ウ ィーンと宗二の社範とする

人保口と生子の,ィ ーン,子 グルタによる方臣なウィーンの承 tt楽 し″

(だ さしヽ

デログラム
1部  モ ーツァル ト/ウ ァイオウンとビアクの占のソナタ A長 コ KV 3 7 ,

ヨル トマルク/組 臨 00 1 1

2部  ブ ラームス/,ァ イオリンとビアンのあめンチタ京Ⅲ善 卜長調 Op  7 8

クライスラー/ウ ィーン奇想rH

実しとロスマウン

愛の目す

0ミラノ稀奏団佃ミラタカラ弦葉帥

高張0 年 上 野 史 織

新聞に連載されていた 「ここちのこ手箱Jと 言う手記を

読んたこともあ,て 4手別な簿いて足を連びました。なし

みのあるプログラムの内容 心 のこもった美しい音に真

理手さんの者素に対する純粋さや本当に好きをヴァイオ

リンを害てることができる喜びを肌ではじることができ

感動しました

私は今 将 栞に向かって音某の勉強をしています。言楽

を好きになり こ の道を選択させてくれたのは 幼 い頃

から良く唯いていた こ のようなヨンサートのお蔭たと

思います。これからヽ自分の大好きなピ7ノ を正直な気

持ちで弾き 臨 く人に何力をじじさせる…そんな成長が

出来たらいいなと思っています

t‐‐・‐――‐ij―‐―ヽこれからのコンサート予定

く
9"久
1果田5Sり ウヾ〕"グ ,レダ デ ュオリサイタリレ 10月 9日 (木) 6:45 PM

保 国 巧

「雨め弘J

12月4日 〈木) 6145 PM

世界に冠たるイタリアオペラの殿堂 ミ ラク スカラ巨オー,ス トラメン′`

一“0名を中ルにした日本そももなじみのミラタ スカラ弦楽合茉国が名前と

一新 la心 な江ちイタリアの魅力こたっあtFサき"せ を 配 ■わて明ちい言

色 奎 かな撃言ば世界中のファンわら軸狂的に支持されて,ま す 責 の合

25周年と飾をま4な ブログラムをご増桂くたさい

プBグ ラム
1部 モーフ7ル ト/tレ ナート第11母卜長調 K525「アイネ クライネチハトムメークJ
バッヘルベル/方 ノン

ナッケリーニ/メ ヌエット

7スカーニ/オバラ 「力,ァレリアサ,スティカーナJ向来甑

2=「 ヴ十ヴ7ルティ/ヴァイオリン臨毒臼卓 「四=Jo,0(″ ァイオリンフロ:ビエロ トー′)

ブ`ウル グルタ



―‐―一!――――・2009年 峰
く青〉
小山実稚恵 ピアノリサイタル ■ヨ13日 (■)

]]」‐ト予定

1912年チャイコフスキーコンクール窮3位 19854ショパレビアクコンクール第4位と日本人として初めて二大□勝
コンクールに大賀。現在 名貫ともに日本を代表するビアニストとして目さましい活離を続“すています。2605年に

は文|し庁芸術察吉楽部門大策を受使し国内夕|て更に高い評価を受けどt/た.夕 の会には16年本りの再登場となる今

回 卓赳したテクニックに豪付けられた章確なステージとスケールの大きな演春には誰もが魅了されることでしょう.

( 皓 > ヤ タリアの回 ゴマランブラス 金督五室釣韓 錦 2 6 B  O

今回初来日となる」マランブラスけ 「名大芸 (妙様)と とてつもない吉薬を持ち合わせた素晴らしい'ラス クルー

ブだ!Jと 世界的指揮者ズービン メー,か ら大絶賛を溶びたイタリアの5大組ブラスです。 トラレベットホルレ

トロレボーツ チェーバ少うなる役うのプログラムは地元イタリアのオベラの名曲を中心に盛りだくさんの楽しい四

台を繰り広げます ― 麟たりとも目を離せない陽気をステージをお楽しみください。

く
0レ
中埠彰子  ツ プラフリサイタル   10月 29日 (木)

1900年全醸オペラコンクールでの優勝を機に シド=一 とメルイルンの両オベラハウスと契約を支わし 「皇帝ティー

トの慈悲Jの セルヴィリアでテビュー。その後 ウィーン フォルクスオーパーの専嘱歌手として 優れた取唱力と濃

墳力 自由て茎やかな存在じて圧倒的な人気を獲得しています。現在フリーの較手として オベラやリサイタルまた

オーケストラとの共湊などで大活躍 嘉 14回出光吉楽賞受寅.

くS〉
竹岸泰子り,イオリン)Sイ タマール ゴラン(ビア/)デ ユオリサイタル 12月与名罫4'

現在二・―ヨークを拠点に国際的な活解を続ける世界のKン。晦 Takttwa 国 内外の主要オーケス トラとの共j寅世

界の トップツリストたちとの宣内媒 ツサイタルと幅床 穏躍を続,て います 2007年 より3年間にわたリテせ■―

20周年記念リサイタルとして各シリーズ公預をスター ト今回は(2009年)貫 力派ピアニスト イタマール ゴランを

迎えて 「ブラームス三大ツナタJに llみます.

浜松出身の温案家シリ
ーズ

岸澤業帆 ク ラ リネットリサイタル  9月 12日 (■)

浜松市立新津中学校 浜松学芸高校吉楽科 愛知県立草術大学卒業後 東京ミュージック&メ ティアアーツ尚美デイラ

ロマ科卒業.読 亮新大浪奏会出痕↓第2,団静同県学生吉其コンクール高校生の合[第3位 第1回 第3回ヤンククラツ

ネンテイストコンクールス賞 第 24回日本管打楽器コンクール第4化に大墳.現 在東京 浜松を中心に数々のヨンサー

トに出演。今後の活疫が期待されているクラリネント毒者です 現 在浜松亭=高 校芸術科請師。

各回共 於 :はまホール

★会員の皆様へのお願い★

会員だより き 様のと5摘 をヽ待ちします 400字 語原稿用紙2枚以内で テ ーマは自由です

会員量銀は 年 度が変わってもそのまま継続されます

退会希望の方は ハ 】キに仁所 氏名 電話 会 員言=tご ヨスの上 前年た012月六日とに 事務局宛に世合の官をご連lIIくたどtt

名義変更の方■ ハ ガ■に旧全員と新会員のに所 氏 名 電 話 会 長憲号付日会員の)をご記入の上 手 花局宛に 送ヽりください

保育室ど利用の方は コ ンサー トの前日までに 同 本 な053(466)6417までお申込みください.

開場時(開潟00分前)かち終涼までお「lか けします。1回500円です.

●インタピュアー 花 索贈皇係を募集しています。こ希望の方は 事 務局まで〔連絡くださしヽ

個人情報め取りllt↓Ⅲこついて

Jt t  mム 情なの取り扱1に つiて 「■人ドlEのf置 にコヤ`た O J】 び々の■の四壇古奇■すイの18 0■航 ガ イドラインtと, ,  個 人
情部について担切F管理 1 1 ,な 1と ,言 に40ま Ⅲ


